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ひそむ

古代
都会に

都会にひそむ

古代のロマン

　 港区に本格的な稲作農耕文化が伝わっ た

のは、 今から およ そ２ 千年前、 弥生時代中

期のこ と です。 その後、 国家が形成さ れ、

公家政権が国を動かし 、 やがて武家政権に

変わっ ていく 頃まで、 時代名称でいえば、

弥生時代から 平安時代の終わり までを、 こ

こ では古代と し ておき まし ょ う 。

　 弥生時代の人々は初め、 どち ら かと 言え

ば海岸寄り の高台に集落を 営みまし た。 三

田台の辺り です（ →７ ページ） 。 時代が下

るにつれ、 彼ら が活動する 場所は内陸へ入

り 込んでいき ます。 麻布台や赤坂台では、

卑弥呼が活躍し た３ 世紀の遺跡が10ヵ 所

程発見さ れています。 も ち ろ ん、 三田台や

高輪台と いっ た海岸寄り の高台にも 集落は

形成さ れ続けます。

　 次いで古墳時代には、 ４ 世紀の終わり 、

も し く は５ 世紀の初めの頃、 現在の芝公園

に南武蔵で最大級の前方後円墳と いわれて

いる 芝丸山古墳が築造さ れます（ →4ペー

ジ） 。 港区には20基の古墳が存在し たと

さ れていますが、 形状その他がある程度明

瞭な、 現在でも 築造当時の姿を 髣髴と さ せ

る古墳は、 芝丸山古墳をおいて他にあり ま

せん。 その芝丸山古墳の周辺にはかつて、

10基余の円墳が点在し ていまし た。 こ れら

の古墳は、いずれも 江戸時代以降の土木工

事等によ っ て消え失せてし まいまし た。

　 と こ ろ で、 三田台から 高輪台にかけて、

古代の官道が通じ ていたと する説があり ま

す。 こ のこ と を 裏付ける かのよう に、 聖坂

上から 二本榎通り 沿いにかけて、 弥生時代

から 平安時代の遺跡が点々と 発見さ れてい

ます。 こ の付近を通っ て、 父親の赴任先で

あっ た上総国（ 現千葉県） から 、 父親と 共

に帰京し たと いわれている一人の女性がい

まし た。 『 更級日記』 の作者菅原孝標女で

す。 時は11世紀前半、 平将門の乱から お

よ そ1世紀、 藤原北家が強大な勢力を も ち

貴族政治が発達する 中、 国風文化の創造が

始まっ た時代でし た。 『 更級日記』 は作者

の回想録ですが、 こ こ に記さ れた竹芝寺の

故地を 、 今の亀塚（ →７ ページ） ・ 済海寺

（ →39ページ ） 付近と 見る 向き があり ま

す。

　 麻布も また、 区内で古く から 開かれた土

地の一つです。 平安時代前半に創建さ れた

と さ れる善福寺（ →８ ページ） 、 平将門と

の因縁が考え ら れる 麻布氷川神社（ →８

ページ） など、 港区の古代史をつづる 上で

不可欠な史跡・ 旧跡が少なく あり ません。

　 古代の港区は、 未だ謎に富んだ世界で

す。 少し 想像を たく まし く し ながら 、 古代

の史跡・ 旧跡を めぐ っ てみませんか。 新た

な発見があるかも し れません。

すがわらたかすえのむすめ
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烏 森神 社
 新橋２ －１ ５ －５ 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　  

芝丸山古墳
内園公芝立都　８－４園公芝  　 　

　 　 　 　  

都会にひそむ古代のロマン

　 神社の伝承に よ れば創建は天慶３ 年

（ 940） にさ かのぼる そう です。 武士同士

の争いが続く 関東では、 天慶２ 年（ 939）

に平将門が兵を 挙げ関東８ ヵ 国を 制圧し ま

す。 乱の鎮圧を 命じ ら れたのが平貞盛と 、

むかで退治の伝説で著名な「 俵藤太」 こ と

藤原秀郷でし た。 秀郷がある 稲荷社に戦勝

祈願し たと こ ろ 、 白狐が現れ白矢を与えま

し た。 秀郷はその矢をも っ て将門を討ち取

る こ と ができ たので、 お礼に建立し たのが

烏森神社だと いわれて いま す。 こ れはあ

く ま で 伝説で すが、 享徳４ 年（ 1455） に

鎌倉公方足利成氏が出し た戦勝祈願の文書

が残さ れていますので、 遅く と も 室町時代

にはさ かのぼり ます（ 文書は非公開です） 。

また、 貞享４ 年（ 1687） の地誌『 江戸鹿

子』 によ れば、 元暦元年（ 1184） に秀郷

の子孫下河辺行平が寄進し た鰐口（ 鉦のよ

う な銅製の仏具） があっ たそう です。

　 全長100ｍを こ え る 都内最大級の前方

後円墳で す。 標高約16ｍの台地の端にあ

り 、 ５ 世紀ご ろ の築造と 考え ら れて いま

す。 江戸時代の増上寺の建立や近代以降の

開発によ っ て 、 かな り 原形が損な われて

いま す。 明治31年（ 1898） 、 東京帝国大

学（ 現東京大学） の坪井正五郎（ 1863～

1913） によ り 発掘調査が行われ、 埋葬施

設が失われていたこ と がわかり まし た。 ま

た、 以前は周辺に10基の円墳群があり 、

前方後円墳に関係する も のと 考えら れてい

まし たが、 戦後に行われた明治大学の調査

によ っ て 、 両者の築造時期がかな り 離れ

ており 、 円墳群の方が200年ほど 新し いこ

と がわかり まし た（ 円墳群は今はあり ませ

ん） 。 現在、 古墳の裾近く に碑と 説明板が

建っ ています。  

から すもりじ んじ ゃ

かね
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増上寺
ぞう じ ょ う じ

広重　 東都名所　 芝神明増上寺全図

　 江戸の寺院の中で最も 大き く 、 格式が

高かっ たのが、 上野の寛永寺と 芝の増上

寺です。 こ の２ つの寺院には徳川将軍家

の墓所が造営さ れ、 増上寺には徳川将軍

15代のう ち、 ２ 代秀忠、 ６ 代家宣、 ７ 代

家継、 ９ 代家重、 12代家慶、 14代家茂の

６ 人が葬ら れています。

　 江戸時代以前の増上寺については詳し

いこ と はわかっ て いま せんが、 室町時

代に真言宗から 浄土宗に改宗し たよう で

す。 また、 も と は今の千代田区麹町・ 紀

尾井町のあたり にあり 、 徳川家康が江戸

に入府し た時にたまたま門前を通り かか

り 、 住持の源誉存応に会い、 こ れがきっ

かけで 菩提寺と な っ たと いわれて いま

す。 その後、 日比谷に移り 、 慶長３ 年

（ 1598） に家康の命により こ の地に移り

まし た。

　 現在の芝公園はほぼ昔の増上寺の境内

にあたり 、 数多く の文化財があり まし た。

東京大空襲でほと んど焼失し てし まいま

し たが、 三解脱門（ 国重要文化財） など

は戦禍をまぬがれ現存し ます。

　 令和7年4月「 増上寺が所蔵する三種の

仏教聖典叢書」 （ 増上寺三大蔵） がユネ

スコ （ 国連教育科学文化機関） の「 世界

の記憶」 （ 世界記憶遺産） に登録さ れま

し た。

※令和6年秋より 、 修復工事のため、 拝観でき

ないこと も あり ます。 工事完了は、 令和14年

11月頃の予定です。

歴史にツボる、
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都会にひそむ古代のロマン

郷土歴史館

 
　 港区立郷土歴史館は、 昭和13年（ 1938）

に竣工し た旧公衆衛生院の建物を 耐震補強

やバリ アフ リ ー化を 行い、 がん在宅緩和ケ

ア支援セン タ ー、 あっ ぴぃ 白金台、 白金台

学童ク ラ ブ 、 白金台区民協働スペース、 白

金台駅自転車駐車場と の複合施設と し て、

改修工事を 行いまし た。

　 中央階段や旧講堂、 照明器具など 、 建物

のいたる と こ ろ に、 旧公衆衛生院当時の面

影が残っ ています。

　 郷土歴史館の展示室は、 無料ゾーン の港

区のあら まし を紹介するガイ ダンスルーム、

実物の資料を 触る こ と がで き る コ ミ ュ ニ

ケーショ ン ルームのほか、 港区のテーマに

沿っ た展示を 行う 有料の常設展示室、 期間

を 定めて開催する 特別展示室が整備さ れて

います。 　

　 また、 ミ ュ ージアムショ ッ プ やカ フ ェ

を 設置し ており 、 誰も が利用する こ と が

可能です。

開 館 時 間： 9： 00～17： 00（ 土曜日のみ20： 00まで）

　 　 　 　 　 　 ※有料展示室の入館受付は閉館の30分前

　 　 　 　 　 　 　 まで。

休　 館　 日： 毎月第３ 木曜日（ 祝休日の場合は前日）

　 　 　 　 　 　 年末年始(12 /29～1/3 )　 特別整理期間

料　 　 　 金： 常設展は大人300 円、小中高生100 円、

　 　 　 　 　 　 未就学児無料

　 　 　 　 　 　 区内在住の 65 歳以上、区内在住、在学の

　 　 　 　 　 　 小中高生等無料(証明するも の持参)

　 　 　 　 　 　 特別展・ 企画展は、展示ごと に設定

港区民無料公開日： 2/11、 5/5、 8/11、 11/3

問い合わせ： 0 3 -6 4 5 0 -2 1 0 7

 

 白金台４ －６ －2　 　 　 　 　 　 　 　

高輪海岸
たかなわかいがん

※画像は港区立郷土歴史館提供

　 現在の第一京浜国道は江戸時代には東

海道と し て知ら れており 、 海岸を通る主

要道路でし た。 浮世絵に当時の賑やかな

東海道の様子が描かれています。

歴史にツボる 、
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亀塚
　　　　三田４ -１ ６ -２ ０ 　 亀塚公園内  

三田台公園
 三田４ －１ ７ －２ ８ 　 　 　 　 　 　

 

　 現状で直径約30ｍ、 高さ 約4ｍの円形の

塚で、 古墳の可能性も 指摘さ れていますが

断定はでき ていません。 周辺の地域から は

古代の住居跡や貝塚が発見さ れており 、 公

園内から も 弥生時代の集落跡が発掘さ れま

し た（ 亀塚公園遺跡）。 江戸時代に入る と 、

こ こ は上野沼田藩土岐家の下屋敷と なり ま

し た。 山頂には寛延３ 年（ 1750） に藩主

頼熈が建てた亀山碑が残さ れています。 亀

塚と 済海寺の一帯は、 平安時代に菅原孝標

女が記し た『 更級日記』 に登場する 竹芝

寺の跡地と いわれており 、 亀山碑にも こ の

こ と が刻ま れて いま す。 ま た 、 文明年間

（ 1469～87） には江戸城の城主太田道灌

がこ こ に斥候（ 見張り ） を置いたと も いわ

れています。 亀塚の由来や亀山碑について

は、江戸時代後期の地誌『 江戸名所図会』 に

も 記さ れていますので、 こ の頃には広く 知

ら れた存在であっ たよう です。  

　 こ こ から 100ｍほど 南東の地点（ 三田４

－19－15 NTTデータ 三田ビ ル本館） にお

いて 、 昭和53年（ 1978） ７ 月から 約１ 年

半かけて発掘調査が行われまし た。 遺跡か

ら は、 江戸時代の犬・ 猫の墓石・ 供養塔、

古墳・ 奈良・ 平安時代の竪穴住居跡、 弥生

時代中期の方形周溝墓（ 方形に溝を めぐ ら

せ、 内側に盛り 土をし てつく ら れた墓） 、

縄文時代後期の貝塚と 竪穴住居跡が順に重

なっ て発見さ れまし た。 こ の遺跡は伊皿子

貝塚遺跡と 名付けら れ、 貝層の断面と 出土

品は郷土歴史館に保存・ 展示さ れています

（ →6ページ） 。三田台公園は港区で初めて

の遺跡公園と し て、貝層の断面と 竪穴住居

を 復元し たレ プリ カ を 展示し まし た。こ こ

では原始・ 古代の人々の生活の様子を知る

こ と ができます。

のむすめ
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都会にひそむ古代のロマン

麻布氷川神社
あざ ぶひかわじ んじ ゃ

 元麻布１ －４ －２ ３
 

善福寺
ぜんぷく じ

１２－６－１布麻元  
 

　 寺伝によ れば天長元年（ 824） に空海が

開山し た と さ れる 港区を 代表する 古刹で

す。 当初は真言宗の寺院でし たが、 鎌倉時

代に親鸞が当寺を 訪れた際、 住持の了海が

親鸞に帰依し 、 浄土真宗に改宗し まし た。

善福寺を 中心と し た門徒集団を 「 阿佐布門

徒」 と いい、 品川など江戸周辺に布教を 進

め、 南関東における浄土真宗の大き な拠点

と なり ます。 その後、 江戸時代に入り 、 徳

川幕府から 高10石の朱印地を 与えら れ、

江戸における 一向宗の有力寺院と し て多く

の末寺を 抱えまし た。

　 都内最古と さ れるイ チョ ウ（ 国指定天然

記念物） 、 木造了海坐像（ 国重要文化財、

非公開） 、 慶長12年（ 1607） に大坂八尾

の東本願寺八尾別院本堂を 移築し たと さ れ

る善福寺本堂（ 区指定文化財） など貴重な

文化財が残さ れています。

　 麻布地域の惣鎮守で す 。 天慶年間に

源経基が平将門の乱を 平定する ため関東

に 下っ た 時に 創建し た と い う 伝承があ

り ま す。 ま た 、 享保17年（ 1732） に書

か れ た 江 戸 の地 誌 『 江戸 砂子』 や 天保

５ ・ ７ 年（ 1834・ 36） に出版さ れた地誌

『 江戸名所図会』な ど によ れば、 文明年間

（ 1469～87） に江戸城の城主太田道灌が

勧請し たと いう 説も 紹介さ れています。 ま

た、 創建当初は2,000坪の広大な境内地を

持っ て いたそ う で すが、 増上寺の所領と

な っ たため、 寛文２ 年（ 1662） にこ の地

に遷っ てき たと いわれています。

　 麻布氷川神社、 善福寺のある元麻布から

南麻布にかけて、 多く の古代の遺跡が発見

さ れています。


